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(ア)各別機対置の土曜日、 8: 40'"'"'1 : 20(10分間の
{格空を挟む 1~3 限)




































































































































































































































































































































































































































































1-25 1-23 (11:]弓 H24(21:]三)
④課題の考察・解決 3. 23 2. 89 3.02 
⑮:貢極的な質問 2. 77 2. 24 2.43 





























































































































































ヲE紀要』第 50 集 pp.l 9~38
@ 平野延行ほか (2013)r平成24年度『キャリアデザ
イン』実関殺到『筑波大学13付属坂戸高等J判交研究











日付 時間 項目 活動内容 備考
1 IR-CAP実施 自分を知る
4月20自 2 科目ガイダンス 科目の呂標と内容、担当者紹介
3 科目ガイダンス 希望誤査、興味・関心・疑問点を書いてみる






5月25日 2 接数の資料で調べる フィールドワーク、観察の方法
3 複数の資料で調べる 関連する本を読む、 Webで調べる 依頼の方法
2情報の整理・保存の方法
4 1複数の資料で諦べる 構報の取捨選択・まとめの方法
6月8日 2複数の資料で謂ベる 引用のjレー ル
援数資料の比較・考察
3 調査報告撃の作成に向けて
5 1 調査報告書の作成 1学期に誤ベた内容をまとめる
(1200字程度)6月22日 2 調査報告書の作成
3 調査報告書の作成
717 F31日 終日 上級学校パス見学会 上級学校を訪問し、進路意識の向上をはかる
81 7丹12日 PM 筑波大学工学情報系・講義 大学の先生や学生の講話を間き、捜野を広げる
10 夏季休業中 終日 オー ブンキャン1¥ス、受験科EH周査 行き先の決定から受験の方法まで自分で誤べる
一上12一学一期一「-レJポ----ー斗トに一ま一と一め一る、一発一表一す一一る一jJ 
日付 時間 項目 活動内容 備考
1 9月7日 AM ベネッセテスト 学力や弱点を把握し、今後の学習計留に役立てる *夏休みの活動報告














1月16日 2 レポート作成 (2000字程度。締切11/20)
3 レポート提出
十3半期「白に伝える、意見を冨い合うj
日付 時間 項目 活動内容 備考
6 1 新しい班の顔合わせ 自己紹介を兼ねたレポート報告会 *3学期の発表Iel:レポー トや原稿の持
みと!1lこな己廷しld;3lこ2
1月30日 2 発表資料作成 発表資料の構成を考える *3学期は時間が少ないので冬休みを
3 発表資料作成 2学期のレポートを元に資料を修正する(締切1/9) 活用するなど計画的に。
7 1 発表会
2学期より良い発表を心がける
1月11日 2 発表会 それぞれの発表について討議する *討議の時簡を多く。手塁手警は罰録よη燃料・積雪&選去霊視。
3 発表会
8 1 レポート修正 発表会のアド/¥イスを元に修正する
(2000字以上。締切1/29)1月25日 2 レポート提出
3 キャリアデザインふりかえり 成果と課題、アンケート
91 2月1臼 AM 進研模試 学力や弱点を把握し、今後の学習計画に役立てる
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4.3由答 肯定率 CD回答 選択率 4.3回答 肯定率 CD回答 選択率 4.3回答 肯定率 CD回答 選択率
121 T6.%' 45 37% 118 74% 45 38% 112 70% 51 46% 
117 74% 41 35% 114 72% 48 42% 111 70% 45 41% 
129 :8;1% 48 37% 122 ;'1:ヲ.% 43 35% 131 主張 57 44% 
136 8ふ6~話 24 18見 130 、ι」
山b8s2高g 22 17% 130 三.8;e!且 14 11弘
128 8'10/O' 27 21% 135 43 32% 125 .}9.%， 25 20% 
97 61% 27 28% 105 66% 48 46% 109 69% 41 38% 
113 71% 45 40% 124 718，~も 46 37% 109 69% 42 39% 
106 67% 76 :7:'2:弘: 113 71% 86 監 99 62% 76 有i，o/~
79 50% 23 29% 82 52% 29 35% 56 35九 30 54% 
80 50% 32 40% 106 67% 49 46% 102 64% 50 49% 
107 67% 80 7J5%¥ 130 '8.2:拡j 98 片レーこ五7'5cl五器 113 71% 91 8;1;$; 
75 47% 66 ノ88%， 91 57% 73 94 59% 62 66% 
46 29九 22 48% 77 48% 67 |三81.弘 87 55% 61 弘元
41 26% 18 44% 46 29% 17 37% 62 39% 27 44% 












































知 ① 文献等、資料を適切に探せたか 3.27 文献等、資料を適切に探せたか 3.2 '" ② テーマ設定・dJ号査・まとめという一連の方法・技術が理解できたか 3.33 調査の仕方が身についたか 3.28 
③ 適切なテーマ(課題・問題点)を見つけることができたか 3.26 問題点(課題)を明らかにすることができたか 3.13 
考 ④ テー マ(課題・問題点)について自分なりに考察したり解決したりできたか 3.23 問題点(課題)を自ら解決できたか 2.89 
え
る ⑤ 他者と意見を交換できたか 2.83 他者と意見を交換できたか 3.02 
⑥ 自分の意見(考え)を持つことができたか 3.45 自分の意見(考え)を持つことができたか
⑦ 身の回りや社会・世界に興味や疑問を持つ等、視野が広がったか 3.36 (該当なし)
豊主 ⑧ レポートの内容を重量理してまとめることができたか 3.19 レポートの内容を整理してまとめることができたか
表 ⑨ 効果的な発表の仕方が身についたか 2.95 効果的な発表の仕方が身についたか 2.9 
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